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動
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向
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皆
様
の
ご
協
力
で
無
事
に
前
期

を
終
え
後
期
役
員
会
を
迎
え
ま
す
。

平
成
最
後
の
総
会
は
、
役
員
一
同

の
協
力
を
得
て
盛
大
に
行
う
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
参
加
し
て
頂
い

た
皆
様
に
こ
こ
ろ
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。
世
代
交
代
を
考
慮
し

な
が
ら
、
東
京
都
同
窓
会
の
新
会

員
の
獲
得
に
知
恵
を
絞
り
魅
力
あ

る
組
織
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

任
意
団
体
と
し
て
の
課
題
も
あ

り
ま
す
が
、
全
国
同
窓
会
と
し
て

の
つ
な
が
り
を
持
ち
、
志
を
共
に

東
京
都
同
窓
会
と
し
て
組
織
力
を

つ
け
、
保
護
者
会
と
連
携
し
て
活

動
を
発
展
さ
せ
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
新
会
員
の
獲
得
を
は
じ
め
、

同
窓
同
士
の
情
報
を
共
有
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
後
、

会
員
の
皆
様
が
参
加
し
て
よ
か
っ

た
と
思
え
る
活
動
を
積
み
上
げ
る

こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
ま
す
。 

次
に
、
規
約
改
正
委
員
会
は
、

活
動
内
容
や
方
策
が
迅
速
に
運
営

し
や
す
い
よ
う
に
改
善
を
図
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
同
窓
（
部
活
動

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
企
業
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
、
卒
業
年
度
ご
と
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
、
趣
味
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
等

を
含
め
確
立
が
必
要
と
考
え
る
）

等
の
様
々
な
繋
が
り
を
し
っ
か
り

東
京
都
同
窓
会
が
つ
く
る
。
同
時

に
若
い
人
が
参
加
し
や
す
い
よ
う

に
努
力
し
て
い
き
ま
す
。 

東
京
都
か
ら
全
国
に
情
報
発
信

し
、
全
国
同
窓
会
と
連
携
し
学
生

支
援
に
役
立
つ
こ
と
を
し
て
い
き

ま
す
。
今
後
と
も
東
京
都
同
窓
会

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

支
部
活
動
に
つ
い
て 

教
育
実
習
特
別
講
師
に
ご
協
力

い
た
だ
い
て
各
支
部
の
中
・
高
等

学
校
の
日
本
体
育
大
学
の
卒
業
生

名
簿
を
調
査
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

ぜ
ひ
今
後
も
名
簿
を
整
備
し
て
い

く
所
存
で
す
。
後
期
も
是
非
ご
協

力
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

三
十
年
度
総
会
に
つ
い
て 

 

三
十
年
度
は
、
保
護
者
会
と
連

携
し
各
役
員
が
時
間
的
に
余
裕
を

持
っ
て
運
営
・
実
施
で
き
ま
し
た
。

大
学
関
係
者
・
保
護
者
会
も
忙
し

い
時
期
な
の
に
多
数
参
加
し
て
頂

き
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

今
後
も
多
く
の
参
加
者
に
満
足
が

得
ら
れ
る
よ
う
事
業
の
検
証
も
し

て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
豊
田
氏
を

招
聘
し
た
研
修
会
に
は
二
百
名
近

く
の
方
が
聴
講
さ
れ
好
評
の
う
ち

に
終
わ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

次
年
度
も
研
修
会
が
実
り
あ
る
よ

う
に
、
懇
親
会
の
参
加
を
充
実
す

る
た
め
に
工
夫
し
て
い
き
ま
す
。 

教
育
支
援
委
員
会
に
つ
い
て 

 
大
学
か
ら
出
さ
れ
た
七
十
歳
と

い
う
世
代
交
代
の
現
実
を
真
摯
に

捉
え
、
東
京
都
同
窓
会
は
人
材
育

成
に
し
っ
か
り
取
り
組
む
こ
と
を

始
め
ま
し
た
。
具
体
的
な
動
き
は
、

昨
年
度
よ
り
教
育
実
習
指
導
の
研

修
会
を
開
き
新
た
な
人
材
育
成
を

図
っ
て
い
ま
す
。
今
年
も
推
薦
者

の
要
請
を
し
、
十
名
以
上
の
新
た

な
教
育
実
習
指
導
者
を
養
成
す
る

計
画
で
す
。
皆
様
の
ご
協
力
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

大
学
と
連
携
し
て
一
次
教
員
採

用
試
験
対
策
に
協
力
支
援
し
て
い

ま
す
。
き
め
細
か
い
指
導
の
継
続

を
基
本
に
大
瀧
委
員
長
を
中
心
に

計
画
的
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

広
報
委
員
会 

三
十
年
度
現
在
、
東
京
都
同
窓

会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
開
設
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
情
報
発
信
は
、

東
京
都
同
窓
会
の
活
動
の
状
況
と

何
が
目
的
で
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ

て
い
る
の
か
、
こ
れ
か
ら
何
が
必

要
に
な
る
の
か
を
皆
さ
ん
と
情
報

共
有
し
ま
す
。
情
報
提
供
の
中
で

新
た
な
同
窓
の
参
加
を
期
待
で
き

る
と
考
え
ま
す
。
同
窓
が
様
々
な

場
面
で
親
睦
を
深
め
て
い
る
活
動

を
紹
介
し
、
新
た
な
交
流
も
期
待

で
き
る
と
考
え
ま
す
。
情
報
管
理

を
適
正
に
行
い
、
同
窓
や
学
生
・

保
護
者
に
必
要
な
情
報
が
得
ら
れ

る
体
制
を
整
え
て
い
き
ま
す
。
定

期
的
な
更
新
は
大
変
な
労
力
と
費

用
が
必
要
で
す
。
こ
の
部
分
で
広

報
委
員
会
の
支
援
を
厚
く
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
活
用

で
き
る
皆
さ
ん
に
愛
さ
れ
る
も
の

に
し
て
い
き
ま
す
。
ど
う
か
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
に
詳
し
い
方
よ
ろ
し

く
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。 

 

関
東
・
北
信
越
地
区
協
議
会 

 

全
国
女
子
の
会 

 

 

今
年
度
十
月
二
十
七
日
、
二
十

八
日
神
奈
川
県
主
催
で
、
箱
根
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
青
森

で
女
子
の
会
が
十
一
月
三
十
日
、

十
二
月
一
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

最
後
に
東
京
都
、
各
県
同
窓
会

は
、
世
代
交
代
、
若
き
世
代
の
会

員
獲
得
が
喫
緊
の
課
題
と
言
わ
れ

て
久
し
い
で
す
。
私
た
ち
の
先
達

が
戦
後
、
各
分
野
に
橋
頭
堡
を
築

き
ま
し
た
。
そ
れ
を
引
き
継
ぎ
育

て
る
こ
と
も
大
き
な
課
題
と
考
え

ま
す
。
東
京
都
は
、
年
会
費
は
集

め
ず
寄
付
金
で
運
営
し
て
い
ま
す
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
社
団
法
人
を
つ
く
ら
な

い
と
す
る
以
上
は
、
活
動
費
用
が

発
生
し
、
そ
の
報
告
は
活
動
実
績

と
い
う
人
の
動
き
表
す
現
実
が
あ

り
ま
す
。
活
動
を
続
け
て
い
く
こ

と
は
、
寄
付
に
頼
り
制
約
を
受
け

る
と
い
う
こ
と
で
す
。
活
動
を
さ

ら
に
充
実
し
、
親
睦
と
大
学
支
援

を
行
う
な
ら
ば
再
考
し
て
い
く
必

要
性
を
考
え
て
い
ま
す
。
今
後
と

も
皆
様
の
ご
協
力
と
ご
支
援
で
成

り
立
っ
て
い
ま
す
。
よ
い
ご
意
見

を
東
京
都
同
窓
会
に
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
。
今
後
と
も
宜
し
く
お
願

い
し
ま
す
。 
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平
成
三
十
年
度
日
本
体
育
大
学

東
京
都
同
窓
会
研
修
会･

総
会･

懇

親
会
は
六
月
二
十
三
日(

土)

に
盛

会
の
内
に
終
了
い
た
し
ま
し
た
。 

 

研
修
会
は
、
本
年
も
東
京
都
保

護
者
会
と
の
共
同
で
行
い
、
講
師

に
本
学
昭
和
三
十
二
年
卒
の
千
葉

大
学
名
誉
教
授
で
有
り
、
日
本
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
副
会
長
な
ど
を

歴
任
さ
れ
た
豊
田
博
氏
を
迎
え
、

「
こ
れ
か
ら
の
ス
ポ
ー
ツ
指
導
へ

の
提
言
」
と
言
う
テ
ー
マ
で
ご
講

演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

参
加
者
は
本
会
会
員
六
十
数
名
、

東
京
都
保
護
者
会
六
十
数
名
、
本 

 

学
学
生
（
男
女
九
人
制
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
部
員
、
ダ
ン
ス
部
員
）
百
数

名
、
総
勢
二
百
二
十
名
以
上
が
参

加
し
、
会
場
の
一
三
〇
一
教
室
が

満
員
と
な
り
、
真
剣
に
耳
を
傾
け

メ
モ
を
取
る
姿
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

豊
田
先
生
も
話
し
に
熱
が
入
り
、

時
間
を
オ
ー
バ
ー
す
る
ほ
ど
の
講

演
で
し
た
。
最
後
に
保
護
者
会
代

表
か
ら
謝
辞
が
有
り
、
花
束
の
贈

呈
で
閉
会
し
ま
し
た
。 

 
 

総
会
は
、
五
階
大
会
議
室
で
行

い
、
高
田
幸
一
会
長
挨
拶
に
始
ま

り
、
笠
井
里
津
子
日
本
体
育
大
学

副
学
長
挨
拶
に
続
き
、
小
林
正
利

日
本
体
育
大
学
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
長
よ
り
大
学
の
近
況
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

さ
ら
に
、
瀧
澤
康
二
日
本
体
育

大
学
同
窓
会
会
長
よ
り
挨
拶
が
あ

り
ま
し
た
。 

 

来
賓
の
方
は
、
日
本
体
育
大
学

教
職
支
援
セ
ン
タ
ー
長
：
後
藤
彰

様 
日
本
体
育
大
学
教
職
支
援
セ

ン
タ
ー
事
務
長
：
市
原
正
明
様 

日
本
体
育
大
学
関
東
女
子
の
集

い
：
大
渕
恵
美
子
様 

日
本
体
育

大
学
関
東
女
子
の
集
い
：
長
野
し

の
ぶ
様
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。 

 

引
き
続
き
、
日
本
体
育
大
学
同

窓
会
表
彰
を
行
い
、
日
本
体
育
大

学
同
窓
会
会
長
：
瀧
澤
康
二
様
よ

り
、
次
の
日
本
体
育
大
学
同
窓
会

表
彰
者
（
敬
称
略)

に
賞
状
が
授
与

さ
れ
ま
し
た
。 

 

岡
田
信
之(

S3
2)

、
砂
田
慶
二

(
S
46

)

、
小
橋
川
和
子(

S
48

)

、
五

石
秀
治(

S
4
8
)

、
関
毅
彦(

S5
0)

、

角
杉
美
恵
子(

S
50

)

、
山
本
収
太
朗

(
S
51

)

、
金
城
和
貞(

S5
1) 

 

議
事
は
、
会
則
の
改
定
、
平
成

三
十
年
度
役
員
、
会
務
・
会
計
報

告
、
会
計
監
査
報
告
が
事
務
局
よ

り
報
告
さ
れ
、
参
加
者
に
お
認
め

い
た
だ
き
ま
し
た
。 

懇
親
会
は
、
一
階
の
Ｎ
レ
ス
ト

ラ
ン
で
行
わ
れ
、
旧
交
を
温
め
る

場
と
な
り
ま
し
た
。 

 

ダ
ン
ス
部
学
生
に
も
お
手
伝
い

い
た
だ
き
、
昭
和
と
平
成
の
交
流

の
場
と
も
な
り
ま
し
た
。 

 

参
加
者
は
、
保
護
者
会
か
ら
も

次
年
度
の
新
役
員
さ
ん
が
挨
拶
に

見
え
、
八
十
人
を
超
え
る
参
加
者

と
な
り
ま
し
た
。 

 

途
中
、
年
度
代
表
者
か
ら
の
一

言
も
有
り
、
話
が
長
い
と
チ
ー
ン

と
ベ
ル
を
な
ら
さ
れ
る
な
ど
、
大

い
に
盛
り
上
が
り
、
校
歌
・
寮
歌
・

荏
原
体
育
も
声
高
ら
か
に
歌
い
上

げ
、
予
定
を
若
干
オ
ー
バ
ー
し
終

了
い
た
し
ま
し
た
。 

お
帰
り
の
際
、
ど
ら
焼
き
の
お

土
産
が
渡
さ
れ
ま
し
た
。 

 

ま
た
来
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。 

平
成
三
十
年
度 

東
京
都
同
窓
会 

研
修
会･
総
会･

懇
親
会
報
告 

 

都
同
窓
会
幹
事
長 

関 

敦
彦 
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Ⅱ 

平
成
三
十
年
度
第
一
回
東
京
都

同
窓
会
教
育
支
援
委
員
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
の
委
員
長

に
推
薦
さ
れ
ま
し
た
大
瀧
吉
夫
で

す
。
又
、
今
年
度
よ
り
新
た
に
図

師
透
、
星
越
健
一
、
河
合
朝
晴
の

三
人
の
先
生
方
を
お
迎
え
し
、
顧

問
と
し
て
元
支
援
委
員
長
・
野
口

一
矩
先
生
か
ら
の
助
言
を
頂
き
、

委
員
会
を
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。 

会
の
初
め
に
私
か
ら
支
援
委
員

会
の
設
置
目
的
を
再
確
認
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。 

一
つ
は
大
学
側
の
依
頼
に
よ
る

都
内
教
育
実
習
生
の
事
前
指
導
に

加
え
、
実
習
期
間
中
の
巡
回
指
導
、

そ
し
て
実
習
終
了
後
の
事
後
指
導

で
す
。 

二
つ
目
は
東
京
都
教
員
採
用
試

験
受
験
希
望
者
に
向
け
、
本
学
の

一
年
生
か
ら
四
年
生
・
既
卒
者
を

対
象
に
準
備
講
座
の
開
催
で
す
。 

 
 

以
上
の
二
つ
の
運
営
を
同
窓
会

の
協
力
を
得
な
が
ら
推
進
す
る
こ

と
を
全
員
で
共
通
理
解
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。 

 

さ
て
、
運
営
す
る
一
つ
、
教
育

実
習
生
の
巡
回
指
導
の
件
で
す
が
、

大
学
側
か
ら
巡
回
指
導
員
の
年
齢

規
定
の
通
知
も
あ
り
、
来
年
度
か

ら
七
十
歳
以
下
の
先
生
方
と
な
り

ま
し
た
。
長
年
に
わ
た
り
教
育

実
習
生
の
指
導
等
に
携
わ
っ
て

下
さ
っ
た
多
く
の
先
輩
の
先
生

方
に
は
支
援
委
員
会
よ
り
深
く

感
謝
と
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

二
つ
目
は
採
用
試
験
準
備
講

座
で
す
。
今
年
度
は
三
回
の
講

座
を
企
画
し
ま
し
た
。
内
容
は

教
育
小
論
文
の
書
き
方
指
導
と

添
削
、
面
接
の
心
構
え
と
実
践
演

習
で
し
た
。
講
座
参
加
者
は
既
卒

者
を
含
め
四
十
九
名
で
し
た
。
採

用
試
験
結
果
報
告
で
は
受
験
者
十

五
名
の
う
ち
一
次
合
格
者
は
十
三

名
、
そ
し
て
見
事
に
二
次
合
格
者

は
十
名
と
受
験
者
の
健
闘
を
称
え

た
い
と
思
い
ま
す
。 

受
講
参
加
者
で
は
一
年
生
か
ら

三
年
生
が
圧
倒
的
に
多
い
た
め
、

受
験
者
へ
の
指
導
が
手
薄
に
な
り

か
ね
な
い
と
い
う
反
省
か
ら
、
来

年
度
は
取
り
組
み
を
見
直
し
、
受

験
者
と
一
年
生
か
ら
三
年
生
の
受

講
日
を
変
え
講
座
を
年
間
六
回
実

施
し
対
策
講
座
の
充
実
を
図
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。 

受
講
生
の
中
に
は
東
京
都
の
教

員
を
目
指
し
て
い
る
一
年
生
・
二

年
生
が
十
五
名
、
熱
心
に
取
り
組

ん
で
い
る
姿
を
見
て
二
年
後
、
三

年
後
に
彼
ら
の
夢
を
実
現
さ
せ
た

い
と
強
く
感
じ
ま
し
た
。
今
後
と

も
同
窓
会
の
皆
様
方
の
ご
協
力
を

宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 

平
成
三
十
年
度
関
東
北
信
越
地

区
協
議
会
が
、
平
成
三
十
年
十
月

二
十
七
日(

土)
･

二
十
八
日(

日)

に
神
奈
川
県
主
催
で
箱
根
湯
本
ホ

テ
ル
に
お
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。 

東
京
都
か
ら
、
高
田
幸
一
会
長
、

竹
内
定
雄
副
会
長
、
角
杉
美
恵
子

副
会
長
、
関
毅
彦
幹
事
長
が
参
加

し
ま
し
た
。 

高
田
会
長
は
、
関
東
・
北
信
越

地
区
協
議
会
の
会
長
で
も
有
り
、

こ
の
会
の
ま
と
め
役
で
も
あ
り
ま

す
。 

余
談
で
は
あ
り
ま
す
が
、
ホ
テ
ル

の
社
長
は
日
本
体
育
大
学
の
卒
業

生
で
も
有
り
、
お
父
様
が
第
７
代

学
長
、
塔
尾
武
夫
氏
で
有
り
、
お

祖
母
さ
ま
が
ダ
ン
ス
の
後
藤
ツ
ヤ

氏
だ
そ
う
で
す
。 

大
学
側
か
ら
は
、
法
人
理
事
長 

松
浪
健
四
郎
氏
、
法
人
常
務
理
事 

今
村
裕
氏
。
学
長 

具
志
堅
幸
司
氏
、

教
職
支
援
セ
ン
タ
ー
事
務
長 

市

原
正
明
氏
、
校
友
課 

同
窓
会
担
当 

永
塚
聖
美
氏
、
全
国
同
窓
会
よ
り
、

会
長 

瀧
澤
康
二
氏
、
幹
事
長 

塩

谷
和
雄
氏
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。 

全
体
会 

、
第
一
分
科
会(

会

長
・
副
会
長)

、
第
二
分
科
会(

企

業
部
・
女
子
部
・
就
職
担
当)

、
第

三
分
科
会(

事
務
局
・
幹
事
長)

、

全
体
会 

と
行
わ
れ
、
全
体
会
で

は
協
議
事
項
の
審
議
と
各
分
科
会

で
は
各
都
県
の
情
報
交
換
が
行
わ

れ
ま
し
た
。 

全
体
会 

で
は
、
①
ブ
ロ
ッ
ク

編
成
に
つ
い
て
②
関
東
・
北
信
越

地
区
協
議
会
会
則
に
つ
い
て
。 

 
 

第
一
分
科
会
（
会
長
・
副
会
長
）

は
、
審
議
事
項
と
な
っ
て
い
る
地

域
の
再
編
成
に
つ
い
て
意
見
交
換

が
行
わ
れ
ま
し
た
。[

竹
内
定
雄] 

第
二
分
科
会
（
企
業
部
・
女
子

部
・
就
職
担
当
）
で
は
、
①
企
業

部
の
活
性
化
、
②
女
子
の
活
動
状

況
、
③
就
職
に
つ
い
て
話
し
合
わ

れ
ま
し
た
。
実
践
例
と
し
て
「
企

業
と
は
？
」
か
ら
見
直
を
図
り
、

行
政
と
の
関
わ
り
等
現
状
に
合
っ

た
組
織
の
改
編
や
保
護
者
会
と
の

連
携
や
県
人
会
、
学
生
支
援
の
取

り
組
み
を
通
し
て
学
生
の
横
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広
げ
、
学
生
を
Ｕ

タ
ー
ン
さ
せ
る
取
り
組
み
な
ど
が

報
告
さ
れ
ま
し
た
。[

角
杉
美
恵

子]
 第

三
分
科
会
（
事
務
局
・
幹
事

長
）
で
は
、
各
都
県
の
地
区
同
窓

会
運
営
の
工
夫
と
課
題
が
話
し
合

わ
れ
、
会
員
の
確
保
、
運
営
資
金

の
確
保
、
広
報
活
動
な
ど
に
つ
い

て
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

［
関
敦
彦
］ 

ま
た
、
大
学
、
校
友
課
（
本
部

同
窓
会
）
か
ら
の
、
支
援
な
ど
に

つ
い
て
も
連
絡
が
あ
り
ま
し
た
。 

こ
の
な
か
で
、
多
く
の
都
県
で

保
護
者
会
と
の
連
携
が
行
わ
れ
て

い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
県
人
会
と
の
連
携
し
て
い

る
県
が
二
県
ほ
ど
有
り
ま
し
た
。 

全
体
会 

で
、
協
議
事
項
の
今

後
の
方
針
が
報
告
と
、
各
分
科
会

の
報
告
が
行
わ
れ
、
会
は
修
了
し

ま
し
た
。
そ
の
後
の
懇
親
会
で
、

他
県
と
の
さ
ら
な
る
情
報
交
換
が

行
わ
れ
、
懇
親
も
深
ま
り
ま
し
た
。 

教
育
支
援
委
員
会
よ
り 

委
員
会
の
運
営
と 

今
年
度
の
教
員
採
用 

選
考
の
結
果
報
告 

 

教
育
支
援
委
員
会
委
員
長 

大
瀧 
吉
夫 

平成３０年 1２月１日                                   「日体魂 

平
成
三
十
年
度 

関
東･

北
信
越
地
区
協
議
会 

神
奈
川
大
会
報
告 

 

都
同
窓
会
幹
事
長 

関 

敦
彦 

―３― 

 



                                                                       

平
成
三
十
年
八
月
二
十
七
日

(

月)

山
梨
県
花
咲
カ
ン
ト
リ
ー
倶

楽
部
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

今
年
は
異
常
な
猛
暑
、
毎
日
三

十
五
度
を
超
え
る
日
が
続
い
て
い

ま
し
た
。
当
日
も
猛
暑
、
そ
ん
な

日
で
も
二
十
四
名
の
日
体
大
同
窓

生
が
集
ま
り
ま
し
た
。
今
回
は
残

念
な
が
ら
女
性
の
参
加
が
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
松
浪
健
四
郎
理
事

長
も
参
加
の
予
定
で
し
た
が
公
務

の
為
、
不
参
加
と
な
り
ま
し
た
。 

 

今
回
の
コ
ン
ペ
は
、
ス
ル
ー
プ

レ
ー
で
企
画
し
ま
し
た
。
少
し
早

い
の
で
す
が
猛
暑
の
関
係
で
６
時

現
地
集
合
で
、
第
一
組
が
イ
ン
と

ア
ウ
ト
に
分
か
れ
七
時
前
に
ス
タ

ー
ト
し
ま
し
た
。
当
日
も
晴
天
で

朝
か
ら
二
十
五
度
を
超
え
て
い
ま

す
。
花
咲
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
は

甲
府
盆
地
に
位
置
す
る
の
で
無
風

蒸
し
暑
く
プ
レ
ー
す
る
に
は
大
変

で
す
。
そ
れ
で
も
皆
さ
ん
ゴ
ル
フ

が
お
好
き
な
の
で
し
ょ
う
、
暑
さ

に
も
め
げ
ず
に
は
つ
ら
つ
と
プ
レ

ー
に
励
ん
で
い
ま
し
た
。
ス
ル
ー

プ
レ
ー
で
第
一
組
が
十
八
ホ
ー
ル

ラ
ウ
ン
ド
し
終
了
し
て
き
た
時
間

は
十
一
時
頃
で
、
最
終
組
も
十
一

時
半
に
は
終
了
し
ま
し
た
。
参
加

者
全
員
リ
タ
イ
ヤ
せ
ず
無
事
に
終

わ
る
事
が
出
来
ま
し
た
。 

 
 

 
 

皆
さ
ん
入
浴
後
、
コ
ン
ペ
ル
ー

ム
で
食
事
を
兼
ね
て
懇
親
会
。
そ

の
後
結
果
発
表
。
皆
さ
ん
誰
が
優

勝
な
の
か
興
味
津
々
、
新
ぺ
リ
な

の
で
誰
に
は
ま
る
か
分
か
り
ま
せ

ん
。
結
果
は
七
十
九
回
で
回
っ
た

中
垣
さ
ん
（
三
十
四
年
卒
）
で
し

た
。
中
垣
大
先
輩
は
第
一
回
目
の

優
勝
者
で
す
，
今
回
は
そ
し
て
エ

ー
ジ
シ
ュ
ー
ト 

(a
ge 

sh
oo
te
r)

で
す
。
歳
は
８
０
を
超
え
て
い
る

と
の
こ
と
。
ス
パ
ー
じ
ぃ
ー
さ
ん

で
す
（
失
礼
で
す
ね
）
。
二
位
大
滝

さ
ん
（
四
十
七
年
卒
）
三
位
涌
井

さ
ん
（
四
十
八
年
卒
〕
で
し
た
。

結
果
発
表
の
後
、
中
垣
さ
ん
か
ら

ゴ
ル
フ
の
技
術
指
導
が
行
わ
れ
二

十
分
ほ
ど
の
講
習
会
で
し
た
。
や

は
り
優
勝
す
る
だ
け
あ
っ
て
と
て

も
理
論
派
で
す
、
そ
し
て
最
後
は

恒
例
の
フ
レ
ー
、
フ
レ
ー
、
フ
レ

ー
日
体
大
の
エ
ー
ル
で
閉
め
ま
し

た
。 

 
 

と
こ
ろ
で
、
優
勝
者
の
中
垣
さ

ん
、
二
位
大
滝
さ
ん
、
三
位
涌
井

さ
ん
達
は
、
い
つ
頃
か
ら
ゴ
ル
フ

を
始
め
た
の
で
し
ょ
う
か
。
日
本

体
育
大
学
在
籍
時
代
に
は
ゴ
ル
フ

は
や
っ
て
い
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
。

私
も
四
十
七
年
卒
で
す
。
当
時
学

生
時
代
に
ゴ
ル
フ
を
や
っ
て
い
た

人
は
一
握
り
で
し
た
。
私
は
四
年

生
の
キ
ャ
ン
プ
実
習
の
選
択
で
伊

豆
高
原
で
や
っ
た
記
憶
が
あ
り
ま

す
。
中
垣
さ
ん
の
時
代
は
実
習
で

ゴ
ル
フ
を
や
ら
れ
て
い
た
の
で
し

ょ
う
か
。
当
時
本
学
に
も
ゴ
ル
フ

を
や
っ
て
い
た
仲
間
も
い
ま
し
た
。

ゴ
ル
フ
同
好
会
で
す
。
私
の
仲
間

が
初
め
て
ゴ
ル
フ
同
好
会
を
設
立

し
、
今
の
世
田
谷
キ
ャ
ン
パ
ス(

健

志
台
キ
ャ
ン
パ
ス
は
無
い
時
代)

の
隅
で
野
球
の
ネ
ッ
ト
を
使
っ
て

打
っ
て
い
た
姿
が
あ
り
、
そ
れ
も

部
員
は
十
人
程
度
で
す
。 

今
は
プ

ロ
を
排
出
す
る
程
の
学
友
会
で
部

員
も
百
名
程
い
る
そ
う
で
す
。
ゴ

ル
フ
は
今
は
メ
ジ
ャ
ー
、
私
た
ち

の
時
代
は
マ
イ
ナ
ー
。
ゴ
ル
フ
の

話
題
を
作
っ
た
石
川
遼
、
世
界
に

通
用
し
た
松
山
英
樹
、
女
子
ゴ
ル

フ
を
盛
り
上
げ
た
宮
里
藍
。
今
の

時
代
は
老
若
男
女
ゴ
ル
フ
を
楽
し

ん
で
い
ま
す
。
東
京
都
同
窓
会
の

ゴ
ル
フ
研
修
会
も
沢
山
の
同
窓
が

集
ま
り
、
技
術
向
上
と
親
睦
が
出

来
る
と
い
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

是
非
、
お
知
り
合
い
が
お
り
ま
し

た
ら
声
を
か
け
て
参
加
し
て
下
さ

い
。 

 

次
会
は
十
二
月
二
十
七
日(

木)

花
咲
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
で
す
。

た
く
さ
ん
の
方
の
ご
参
加
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。 

編集後記 

２０１８年の夏は猛暑でたいへんでした。この冬はエルニーニョ現象で暖冬になるとの予報が出
ています。ゲリラ豪雨をはじめここ数年の異常気象は、私たちの生活にもいろいろな影響があるよ
うです。さて、広報誌「日体魂」も２４号発刊となりました。ご執筆いただいた各位には心より御
礼申し上げます。「日体魂」をより良く魅力あるものにするため、同窓の諸氏におかれましては、
誌面に対するご助言やご寄稿をお願いできればと望んでおります。「日体魂」で取り上げること、

都同窓会ホームページ取り上げることを精査しながら、より良い情報提供を行って参ります。「日
体魂」もホームページも、まだまだ体裁も内容も不十分ですので、これからも、よりよい広報誌、
ホームページになるようご協力をお願いいたします。 

 

ホームページをご覧いただくには、アドレスバー（ネットの画面の左上にあります）に 

     www.nittai-doso-tokyo.jimdo.com と入力してください。 

  

ご要望など、東京都同窓会ホームページ事務局連絡フォームか、 
vzk00103＠gmail.com に直接メールをお送りください。 

 

                   東京都同窓会 広報委員会委員長 角杉美恵子 

第
三
回
東
京
都
同
窓
会 

ゴ
ル
フ
研
修
会
報
告 

副
幹
事
長
（
行
事
統
括
） 

高
梨 

昭 
昭
和
四
十
七
年
卒 

―４― 

 


